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Official Report 

＜＜２０１７年１０月８日（土）午前９時スタート！！＞＞ 

Koumi Mighty-duro 24+1 
＜＜１０月９日（日）午前９時２７分全チームフィニッシュ！！＞＞ 

 

第２５回小海マイティデューロＭＴＢ２４時間耐久レース２０１７ 
長野県小海町松原湖高原オートキャンプ場特設ＭＴＢコース（約３．９ｋｍ） 

主催：小海プティリッツア探索委員会２０１７  共催：（一社）小海町開発公社  後援：小海町、小海町観光協会 

天候：曇り後晴れ  出走：１７チーム 

「２４＋１」は、昨年め
でたく２４時間の２４回目を迎

え、一区切りつけるつもりが、

勢いで３０回を目指すことに

なり、それに向けたプラスワ

ンと言う意味です。 

と言う訳ではありませんが、

準備が例年以上に遅れ、リ

ピーターから開催を心配す

る声が多数寄せられ、大変

申し訳なく思っています。 

エコ系自転車ブームにあ

ってＭＴＢは若干蚊帳の外。

しかし世の中、オートキャン

プブームの再来で、会場の

松原湖高原オートキャンプ

場は利用者で溢れ、直前の

道普請キャンプで走り回る子

どもたちを見て、大幅に会場レイアウトを変更することに。写真の前夜祭のＢＢＱも、大会本部も、例年の管

理棟前からマレットゴルフ場に移し、コースもキャンプサイトに絡む部分はカットしました。 

参加チーム数が過去最低になる見通しもあり、ライダー密度を確保するためコースを短くするつもりだっ

たので、それは問題なかったのだが、更なるキャンプスペース確保の必要性が出たため、公社職員の協力

も得て、プログラムに記載した確定レイアウトからカットと追加を瞬時に行うことに。。。 

ピットも全チームがグラウンドに陣取り、スタートもセレモニースペースを確保して変則ル・マン式(第一

ライダーが後ろを向いている間に愛車を並び変える！？)で行い、そして時報のカウントダウンで、２４時間

先のフィニッシュを目指して１７名のライダー(７時間２名)が最初のシングルトラックへと消えて行った。 

２４時間２４回の半数以上で優勝し、第２０回大会では１～３位を独占した本命チームが不参加だったが、

２１～２２回を連破した「ＧＤＴ隊」と、２３回で優勝した「パナビシ」、そして２４回記念大会優勝Ｔシャツをさら

った「キクミミモータース」の３チームが上位をキープして時間は流れた。そしてシェフコンや仮装を楽しみな

がら、各ラップ賞を圧倒的に制した「キクミミモータースＡ」が連覇を果たし、運動会テント等のレンタル品を

活用し周到な準備をした「ＭＦＣ・ＧＤＴ隊」が２位に、ライティングコンテストで光るギターで強烈なインパクト

を放った「Ｐａｎａ-ｂｉｓｈｉ（パナ

ビシ）」が３位となった。 

さらにキクミミモータースＢ

が飛び賞の５位をゲットした

こともあり、ＭＤ大賞も特例

の合わせ技で授与した。 
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